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研究成果の概要（和文）：本研究においては、生体防御に関わる複合脂質について、その合成法の確立および関
連化合物の合成を行うとともに、得られた化合物をリガンドとする受容体/タンパク質因子を介した生物活性の
評価および分子間相互作用の解析を行った。我々が最近見出した脂質認識疎水性部位における極性残基部位の結
合安定性への寄与の解析と、相互作用を利用した脂質分子の設計、新規有用化合物の創製を目指した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we established synthetic methods for immunostimulatory 
complex lipids involved in biological defense, and then evaluated the biological activities and the 
intermolecular interactions with the innate immune receptor/protein factors using the synthesized 
compounds as ligands. Among these analyses, we included the analysis of contribution of polar 
residue of lipid binding sites, which we have recently discovered, to binding stability. Based on 
the results, we also designed novel immunomodulatory compounds and molecular probes for further 
understanding of the innate immune system.

研究分野：生物有機化学

キーワード： 複合脂質　有機合成　免疫調節　自然免疫受容体
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、生体防御機構に関わる環境中あるいは生体内の複合脂質分子について合成・解析を進め、まだ未知
の部分の多い自然免疫-獲得免疫の連携･調節機構を含めた生体防御機構の解明のため、有機化学の強みを生かし
た活性分子設計、新規合成、および分子プローブを利用した解析手法を開発した。また、新規免疫制御性物質の
創製についても行った。免疫機構の理解と制御に関わる鍵分子を武器に、人類の生命を脅かす感染症や癌、大き
な社会問題ともなっているアレルギー疾患等に関する分子レベルでの理解を深めるために貢献出来たと考えてい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年の研究の進展により、種々の脂質･複合脂質が生体における信号伝達に多くの場面で関与
していることが明らかになり、単に細胞膜構成脂質あるいは構造形成に関わる一次代謝産物と
しての位置づけとして考えられていた化合物も含め、複合脂質群の役割解明が進んでいる。一方、
生体の脂質・複合脂質は類似構造の分子集合あるいは高分子構造として存在している化合物も
多く、純粋な化合物としての単離を困難にしている。我々は、これまで細胞膜あるいはオルガネ
ラ膜の種々の複合脂質の化学合成法の確立および化合物ライブラリ構築とその機能解析を進め
ており、免疫調節性の分子の解析に貢献してきた。特に微生物由来のリピドＡ、リポペプチド、
あるいはペプチドグリカンについては、世界でも有数の活性化合物ライブラリを構築し、自然免
疫受容体、特に、TLR4、TLR2、あるいはNod1、Nod2などのリガンド同定、機能解析の基盤
となる成果を得た（図１）。また、世界の種々のグループとの共同研究に貢献してきた。 
また、最近、自然免疫-獲得免疫において重要な役割を果たしている脂質抗原受容体 CD1dおよ
びその NKT細胞活性化における機能解析を目指した化合物開発を行い、新たなリガンドを見出
したほか、特異な微生物由来構造のイノシトールリン脂質構造の合成に成功し（特許出願（EP 
14186723.4）、Fujimoto, et al., 
Sci. Rep. 2017他）、機能解明
に貢献してきた。また、
CD1d による免疫機構のバ
ランス制御（Th1/Th2ある
いはTreg細胞の分化調節）
に関わる知見を得るため、
脂質部位認識の制御を目
指したリガンド設計・相互
作用解析を行い、これまで
着目されていなかった疎
水性の脂質認識部位・深部
における極性アミノ酸残
基との相互作用により、受
容体−リガンド相互作用の
向上が可能なことについ
ても見出しており、免疫機
能調整に関わる脂質部位
の重要性を明らかにして
きている。また、こうした
研究の中で、新しい自然免
疫受容体のリガンドの発見も行っている。 
本研究では、上記の成果に基づき、生体防御あるいは創薬ターゲットとして重要な位置づけに
ある自然免疫受容体および免疫に関わる脂質認識タンパク質の活性調節、選択性向上へも展開
するため、脂質部位への相互作用機能付与を含む複合脂質の網羅的合成を目指した化学合成法
開発、天然型および構造設計した脂質化合物ライブラリの効率的構築および受容体-リガンドの
相互作用解析、生物活性・分子機能解析を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
脂質あるいは複合脂質は、細胞構成成分として重要な機能を果たすと共に、その由来、例えば
外因性/内因性、あるいは正常細胞/癌細胞、により、免疫調節機能を持つ化合物も多い。また、
近年、種々の脂質が重要な生理活性を示すことが明らかとなっており、医薬品開発への多くの展
開も行われている。我々は、これまで合成の達成されていない免疫調節に関わる脂質分子の合成
法確立と網羅的な合成化合物ライブラリ構築と解析を行い、分子レベルでの免疫調節機能解析
に貢献するため、本申請研究では、生体防御に関わる複合脂質である、脂質認識型の自然免疫受
容体および関連タンパク質のリガンドを中心に、その受容体−リガンド相互作用の詳細な解析を
行い、我々が最近見出した脂質認識疎水性部位における極性残基部位の結合安定性への寄与も
含めた解析と、相互作用を利用した脂質分子の設計、新規有用化合物の創製を行うこととした。
特に、天然型構造を基盤とした新規の脂質受容体リガンド探索とともに、受容体の脂質結合部位
での特異的相互作用を意図した、リガンド脂質部位の部分改変による生物活性制御のアプロー
チを種々の免疫関連脂質認識受容体タンパク質に展開し、天然型複合脂質構造の構造活性相関
から生体防御における脂質構造の役割解析、脂質特有の認識機構の解明、さらには疾患治療の基
盤となる構造創出を目指すこととした。 
 
 

 
図 1 合成リガンド/ライブラリを用いた微生物細胞表層複合脂質の解析 



 

 

３．研究の方法 
本研究では、免疫調節性の天然型新規脂質リガンドの合成と生物活性および分子間相互作用等
の解析により生体内での役割解析を行うとともに、活性リガンドの脂質部位の構造に注目した
相互作用の解析と制御を免疫調節に関わる脂質認識受容体タンパク質リガンドに焦点をあてて
展開する。主に、自然免疫、あるいは自然免疫と獲得免疫の連携を担う脂質認識タンパク質をタ
ーゲットとして進めた。合成と活性評価、細胞内での解析は我々の研究室で行うとともに、MD計
算、構造生物学的解析、in vivo（抗原虫作用、アジュバント作用あるいは抗炎症作用）につい
ての評価については、それぞれの共同研究者と共同して行った。 
すなわち、解析対象の受容体としては、免疫調節に関わる脂質認識型の受容体等のタンパク質、
すなわち Toll-like receptor（TLR）の中で脂質認識型受容体（TLR2（および TLR1、TLR6）、TLR4）、
C 型レクチン受容体(CLR)に含まれる脂質認識型受容体（Mincle, DCAR, DCIR）、CD1（CD1dなど）
を中心とし、脂質認識部位の解析とリガンド設計、および脂質部位のバリエーションを中心とし
た網羅的合成を進める。特に内在性分子については、複数の上記タンパク質に結合する分子もあ
ることから統合的に進める。活性制御性リガンド設計にあたっては構造に応じて、シュレーディ
ンガー社と共同で分子動力学計算による解析手法を活用した。合成リガンド分子群については、
構造生物学分野の北大院薬の前仲教授らと協力し、相互作用解析をすすめた。以上の手法により、
生体防御に重要な役割を果たしている複合脂質の機能解析と活性構造創出を行った。 
 
４．研究成果 
本研究においては、生体防御に関わる複合脂質について、その合成法の確立および関連化合物
の合成を行うとともに、得られた化合物をリガンドとする受容体との分子間相互作用の詳細な
解析および生物活性の評価により、我々が最近見出した脂質認識疎水性部位における極性残基
部位の結合安定性への寄与の解析と、相互作用を利用した脂質分子の設計、新規有用化合物の創
製を行った。 
本研究において確立した複合脂質の合成手法を用い、特にグリセロ型脂質およびセラミド型脂
質については、糖鎖、イノシトール等の極性ヘッドグループを含む化合物合成を行った。また、
天然型構造を中心に、その他の複合脂質骨格を持つ種々の免疫調節性複合脂質についても、世界
に先駆けた全合成を行うとともに、類縁化合物のライブラリ構築もあわせて行った。合成した化
合物については、これまで合成例の無い天然型構造、あるいは構造活性相関に基づき設計した複
合脂質構造の双方について、免疫調節活性について評価を行い、構造活性相関データを得た。当
初想定していた受容体の他にも認識受容体が存在する可能性を見出し、これまで未知であった
活性化経路についての解析も同時に行い、構造活性相関解析を行うことに成功した。構造活性相
関の結果については、MD 計算の結果とあわせて検討することにより詳細な分子認識の解析を行
った。また、各々の自然免疫受容体について、細胞上および細胞内挙動の解析を進めるための標
識化合物合成にも成功し、イメージング等の解析に展開した。生細胞イメージングにより TLR2
等の脂質認識型受容体の発現がリガンドの細胞内移行と局在に大きな影響を及ぼすことを解明
するなど、合成化合物の利点を生かしたアプローチにより、複合脂質の生体防御における種々の
役割解明を進めることに成功した。各化合物およびターゲットした脂質認識タンパク質の各成
果について下記に述べる。 
 
(1)免疫調節作用を持つ脂質・複合脂質群の化学合成法確立と合成化合物ライブラリ構築 
 化合物および合成法設計、新規反応開発を進め、化合物ライブラリ構築を行った。天然型構造
のライブラリ構築とともに、特定のターゲット構造については、脂質部位改変による受容体−リ
ガンドと相互作用効果の検証についても行った。 
① グリセロ脂質 
(i)イノシトール含有グリセロリン脂質：本タイプの脂質は、ヒト型の内因性の構造および植物・
寄生虫等の外因性のもの双方が知られているが、天然構造として知られている化合物を網羅的
に合成可能な手法の開発を行い、効率的合成法開発を達成した。鍵反応として、a）光学活性リ
ン酸化試薬を用いた位置選択的リン酸化（Fujimoto, et al., OBC, 2016；Fujimoto, et al., Chem. Eur. 
J. 2017）、および阪大･神戸先生らのグループと共同で開発した、b）長鎖脂肪酸を含めた種々の
脂肪酸合成を可能とする sp3-sp3炭素間のカップリング反応（Chem. Eur. J. 2013）を用いた他、c）
不飽和脂質含有構造を合成するためのアリル型保護基戦略（名古屋大・北村教授らとの共同研究、
Sci.Rep.2017）を用いた手法を開発し、合成法確立を達成した。  
 原虫型イノシトールリン脂質構造については、ドイツ BNITMの Dr. Hannna Lotterと共同研究
を進め抗原虫活性の構造活性結果をフィードバックした合成設計を行い、構造活性相関を明ら
かにするとともに、(Chem. Eur. J. 2017, Sci.Rep. 2017)。ヒト型構造へも展開可能な合成手法を確
立した。また、その免疫調節作用解明に大きな貢献を果たした。（後述） 
 
(ii)グリセロ脂質型細菌由来リポペプチド：細菌は上記イノシトール含有型等のリン脂質と共

通の類縁グリセロ脂質部分をタンパク質（本研究ではペプチド）のＮ末端領域に持つことが知ら

れており、こうした構造は細菌由来免疫活性化因子である TLR2リガンドとして強い免疫活性化



 

 

を誘導する。これまで我々が構築した合成法を基盤とし、あまり解析が行われてこなかった脂質

部位に注目した構造についての合成法確立とその類縁化合物および機能付加型の脂質合成を行

った。脂質への水素結合形成型官能基導入による構造改変に際しては、受容体との結合部位の分

子シミュレーションの結果に基づき設計･合成した。TLR2 リガンドは他の脂質認識受容体によ
っても認識され相乗的な活性発現に繋がっている可能性があることから、その活性と選択性の

調節検討についても進めた。 
 
(iii)二量体型グリセロリン脂質（カルジオリピン）：グリセロリン脂質の一種であるカルジオリ

ピンは、真核生物のミトコンドリア内膜成分あるいは細菌細胞膜成分として知られ、ミトコンド

リア由来カルジオリピンは細胞内で酸化をうけアポトーシスに関わること、カルジオリピンに

よる自然免疫受容体の活性増強効果が見出されている。しかしながら単一構造の化合物の入手

は容易でないため、網羅的合成手法を確立し、ヒト型、細菌型両方の構造を共通の手法によって

合成できる新規手法を確立した。特に細菌由来光学活性シクロプロパン含有カルジオリピンの

最初の全合成に成功した。 
 
② スフィンゴ脂質 
(i)天然型スフィンゴ脂質およびその類縁体：α-GalCer関連糖脂質の他、イノシトールリン脂質

含有構造として細菌型、線虫型の合成法確立を進め、種々の自然免疫受容体および CD1dリガン
ドとしての解析、免疫機構における役割解析に用いた。脂質部位合成に当たっては(1-1-1)と共通

の手法を含め、これまでに開発した新規手法についてもあわせて活用した。（例：選択的リン酸

化（OBC, 2016）可視光酸化還元触媒を用いたアミノアルコール誘導体合成法（TL, 2015））など）。
本合成法開発により、種々のスフィンゴ脂質の網羅的合成法開発に寄与するとともに（投稿準備

中）、自然界での複合脂質群の役割解明の基盤構築を行った。 
また、上記の合成手法を基盤とし、CD1dによる認識分子については、種々の選択的サイトカイ

ン誘導活性を利用した展開と共に、特に Th2 型サイトカイン誘導が優位な活性を利用した、自

己免疫疾患、炎症性疾患への展開を指向した合成を行った。（ACIE, 2018, Sci. Rep. 2020） 
 
③ その他の脂質構造 
上記に関連した種々の天然型脂質構造、特に、次項で解析を行う自然免疫受容体タンパク質の活

性解析に必要な関連化合物についてもあわせて合成した。 
 
(2)合成化合物ライブラリを用いた複合脂質認識タンパク質の解析 
複合脂質の免疫調節における機能は、必ずしも認識タンパク質と１対１の認識による関係では

なく、複数の脂質認識タンパク質との相互作用が知られている場合も多いため、認識タンパク質

分子ごとに、前項目で合成した複合脂質ライブラリの化合物を用い網羅的な解析を行った。 
① 自然免疫受容体 TLR (TLR2,TLR4)：TLR2 は強い免疫活性化を示し免疫アジュバント等の研

究にも多く用いられており、代表的なリガンドとしては細菌由来リポタンパク質/ペプチドが知
られているが、本研究では、その他の複合脂質およびその類縁体に関しても解析を行い、新たな

分子認識を見出した（OBC 2020）。また、脂質部に着目し受容体極性残基と相互作用させるため

のリガンド脂質設計と合成構造活性解析を行い、脂質部位での相互作用の変化を見出した

（BMCL 2018, OBC 2020）。また、共通の合成法を用い TLR2リガンドについては、これまで確立
した種々の分子プローブを用いた解析手法についても展開した(OBC 2018)。また、TLR4リガン
ドとして見出された真菌由来の脂質構造に関連した合成と解析も行った。 
 

② 脂質抗原提示を担う CD1 (CD1d)：広く種々の複合脂質の結合が知られているため、既知の骨

格以外の構造も含め、合成した複合脂質の網羅的な生物活性（特にサイトカイン誘導活性）と分

子間相互作用の解析を行い、新たなリガンド発見と構造活性相関の知見を得た。また、脂質部位

に注目した脂質改変型構造の解析を進め、同時に、イメージングによる細胞内挙動の解析を行い、

リガンド構造の違いにより細胞表層および内在化での挙動の違いを明らかにした（ACIE, 2018）。
原虫型のイノシトールリン脂質化合物については感染症（リーシュマニア症）治療への共同研究

（ドイツ BNITMの Dr. Lotter）についても行った（Sci. Rep. 2017）。特に Th2 型サイトカイン誘

導が優位な活性を利用した、自己免疫疾患、炎症性疾患への展開を行った。炎症性腸疾患の治療

への可能性を解析するための in vivo の活性試験については、慶應大医学部消化器内科の金井教

授との共同研究を進めた（Sci. Rep. 2020）。一部の環境由来構造については、ドイツ Borstel研究
所の Dr. Dudaとの共同研究を進めている（未発表）。 
 

③ その他の自然免疫受容体：合成複合脂質ライブラリ構造については、上記の他にも種々の自



 

 

然免疫受容体による認識の解析を行った。特に、CLR ファミリーの Mincle、DCAR 等について

は、構造活性相関が未解明な部分ものも多いが、新たな強い活性リガンドあるいはその構造活性

相関を解明した（OBC, 2020, EurJOC 2022）。特に、最近になりリガンド等 DCARについては、
阪大･微生物研究所の山崎教授らとの共同研究を進め、既知のリガンドの中でも特に活性の強い

細菌由来構造（Ac1PIM1）を見出すことに成功した（OBC, 2020）。 
 
 以上、免疫に関わる天然型構造およびその関連構造の合成手法確立と化合物ライブラリ構築

を行うことにより、自然界より純粋には入手が難しい複合脂質の合成化合物を基盤とした免疫

調節機能の解析を行った。こうした解析により、自然免疫受容体および脂質抗原提示を担うタン

パク質の新たな活性リガンドの発見と構造活性相関あるいは細胞内挙動等の機能解明に成功し

た。また一部の化合物については創薬展開の基盤となる解析も行い有望な結果を得た。以上の研

究は今後の複合脂質研究発展の基盤構築に大きく貢献したと考えている。 

以上 
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菊地隼矢、横山知美、松丸尊紀、藤本ゆかり

藤井秀輔、河上翔大 、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

櫻谷 香澄、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

第11回 CSJ化学フェスタ2021

第63回天然有機化合物討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Lac末端構造を有する細菌細胞壁ペプチドグリカン・フラグメントの合成研究

抗原提示機能解明のための糖脂質-ペプチド抗原 複合分子の合成研究

Dragmacidin Cの全合成研究

自然免疫受容体Mincleリガンドとしての糖修飾脂肪酸を含む複合脂質の合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第101 春季年会

日本化学会 第101 春季年会

横山 知美、菊地 隼矢、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

大久保 花菜、荒井 洋平、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

上木 一成、岸 惇一郎、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

藤井 秀輔、河上 祥大、塩川 善右、松丸 尊紀、井貫 晋輔、藤本 ゆかり

日本化学会 第101 春季年会

日本化学会 第101 春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

複合型の免疫機能制御を指向した複合糖質の合成研究

免疫調節機能解析を指向したリゾ型イノシトールリン脂質の合成

スフィンゴ糖脂質GlcCerの新規合成手法開発と機能解析

光学活性ドラグマシジンCの合成研究

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020 Society for Glycobiology Annual Meeting (GlycoBiol 2020)（国際学会）

日本化学会 第100 春季年会

日本化学会 第100 春季年会

GlycoTokyo2019シンポジウム

竝河 悦子、太田一平、鈴木啓介、井貫 晋輔、松丸尊紀、藤本ゆかり

鈴木啓介、太田一平、石橋俊一、高松正之、深瀬浩一、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

上木一成、竝河悦子、岸惇一郎、松丸尊紀、藤本ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yukari Fujimoto, Natsumi Hirata, Emi Kashiwabara, Junichiro Kishi, Kodai Sueyoshi, Kazunari Ueki, Tomomi Yokoyama, Takanori
Matsumaru, Shinsuke Inuki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

酸化脂質含有型カルジオリピンの合成および機能解析

細菌型カルジオリピンの合成と機能解析

Allyl型保護基戦略を用いたスフィンゴ糖脂質GlcCer類の合成
 ２．発表標題

Polar functional group containing glycolipid CD1d ligands modulate cytokine biasing responses

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回バイオ関連化学シンポジウム2019

第38回日本糖質学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松丸尊紀、大久保花菜、櫻谷香澄、末吉耕大、藤井秀輔、藤本ゆかり

横山知美、田中瑞穂、松丸尊紀、藤本ゆかり

荒井洋平、相羽俊彦、齋藤良太、松丸尊紀、藤本ゆかり

竝河 悦子、平田 菜摘、柏原 瑛美、井貫 晋輔、藤本 ゆかり

GlycoTokyo2019シンポジウム

第61回天然有機化合物討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

C型レクチン受容体Mincle糖脂質リガンドの合成

微生物由来リポキチンオリゴ糖の合成研究

結核菌由来イノシトールリン脂質PIM関連化合物の合成

免疫バランス調節に関わる脂質抗原の標識体合成および細胞イメージング解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第38回日本糖質学会年会

第54回天然物化学談話会

上木一成、竝河悦子、岸惇一郎、松丸尊紀、藤本ゆかり

横山知美、田中瑞穂、松丸尊紀、藤本ゆかり

上木一成、竝河悦子、岸惇一郎、松丸尊紀、藤本ゆかり

横山知美、田中瑞穂、松丸尊紀、藤本ゆかり

第54回天然物化学談話会

第18回新規素材探索研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Allyl系保護基を用いたスフィンゴ糖脂質GlcCer類の合成

Allyl系保護基戦略を用いたリポキチンオリゴ糖の合成研究

スフィンゴ糖脂質GlcCer類の合成とライブラリ構築

Allyl系保護基戦略を用いたリポキチンオリゴ糖の合成研究

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第18回新規素材探索研究会

第18回新規素材探索研究会

日本薬学会第139年会（招待講演）

日本化学会第99春季年会

斎藤優、山口涼佑、随尚人、佐藤啓介、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

藤本ゆかり

松丸尊紀、齋藤良太、古川敦、前仲勝実、藤本ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

上木一成、竝河悦子、岸惇一郎、松丸尊紀、藤本ゆかり

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

真菌由来アルカロイドFuniculosinの合成研究

生体防御に関わる複合脂質認識機構の理解と創薬展開

C型レクチン受容体Mincleリガンドとしての複合脂質：合成と機能解析
 ２．発表標題

スフィンゴ糖脂質GlcCer類の合成とライブラリ構築

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

随尚人、佐藤啓介、山口涼佑、斎藤優、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

荒井洋平、相羽俊彦、 斎藤良太、 平田菜摘、 松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

河上祥大、荒井洋平、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

岸惇一郎、井貫晋輔、藤本ゆかり

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

真菌由来アルカロイドFuniculosinの合成研究

免疫調節機能を示す複合脂質型中分子の合成と機能解析

光反応を利用したドラグマシジン類の合成研究

脂質改変による相互作用調節を指向したCD1dリガンドの合成とその免疫調節作用解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第99春季年会

日本化学会第99春季年会

竝河悦子、末原紗英、相羽俊彦、齋藤良太、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

山口涼佑、随尚人、佐藤啓介、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

鈴木啓介、太田一平、石橋俊一、高松正之、深瀬浩一、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

竝河悦子、井貫晋輔、藤本ゆかり

日本化学会第99春季年会

第24回日本エンドトキシン・自然免疫研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

回虫Ascaris suum由来セラミド型イノシトールリン脂質の合成および機能解析

自然免疫受容体TLR4/MD-2アゴニスト開発を指向したフニクロシン類縁体の合成研究

シクロプロパン含有カルジオリピンの合成研究

Th2バイアス型脂質改変CD1dリガンド開発と機能解析

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 14th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

The 14th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

The 14th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

The 14th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-14)（国際学会）

Shota Kawakami, Yohei Arai, Zenyu Shiokawa, Takanori Matsumaru, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

Naoto Zui, Keisuke Sato, Ryosuke Yamaguchi, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

Takanori Matsumaru, Ryota Saito, Toshihiko Aiba, Yohei Arai, Etsuko Nabika, Shota Torigoe, Atsushi Furukawa, Katsumi
Maenaka, Sho Yamasaki, Yukari Fujimoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Junichiro Kishi, Emi Kashiwabara, Toshihiko Aiba, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthetic Study of Dragmacidins Using Photochemical Reaction

Synthetic Study of Funiculosin and its Analogues for Investigating Agonist of Innate Immune Receptor TLR4/MD-2

Synthesis of microbial lipid conjugates and evaluation of their innate immunereceptormediated signaling activity
 ２．発表標題

Convergent Synthesis of Digalactosyl Diacylglycerols

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回有機合成化学セミナー

第35回有機合成化学セミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

河上祥大、荒井洋平、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

随尚人、佐藤啓介、山口涼佑、井貫晋輔、藤本ゆかり

山口涼佑、随尚人、佐藤啓介、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

鈴木啓介、太田一平、高松正之、深瀬浩一、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

第60回天然物有機化合物討論会

第35回有機合成化学セミナー

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

光反応を利用したドラグマシジン類の合成研究

Funiculosinおよびその誘導体の合成研究

真菌由来アルカロイドであるフニクロシン類縁体の合成研究

シクロプロパン含有カルジオリピンの合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回有機合成化学セミナー

糖鎖科学中部拠点第15回「若手の力」フォーラム（招待講演）

岸惇一郎、柏原瑛美、相羽俊彦、井貫晋輔、藤本ゆかり

藤本ゆかり

荒井洋平、相羽俊彦、斎藤良太、平田菜摘、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

竝河悦子、末原紗英、相羽俊彦、齋藤良太、荒井洋平、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

第2回慶應ライフサイエンスシンポジウム

第5回FCCAシンポジウム・グライコサイエンス若手フォーラム2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

植物由来Gal(α1-6)Gal含有糖脂質の合成

複合糖質-脂質の化学合成を基盤とした免疫調節機能の解明

脂質改変型脂肪酸を導入した免疫調節性複合脂質の分子認識および生物活性解析

Ascaris suum由来セラミド型イノシトールリン脂質の合成および機能解析

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第5回FCCAシンポジウム・グライコサイエンス若手フォーラム2018

第37回日本糖質学会年会

第37回日本糖質学会年会

The 29th International Carbohydrate Symposium in 2018 (ICS 2018)（国際学会）

平田菜摘、竝河悦子、柏原瑛美、井貫晋輔、藤本ゆかり　平田菜摘、竝河悦子、柏原瑛美、井貫晋輔、藤本ゆかり

荒井洋平、相羽俊彦、斎藤良太、平田菜摘、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

Yukari Fujimoto, Toshihiko Aiba, Ryota Saito, Sae Suehara, Etsuko Nabika, Yohei Arai, Siew-Ling Choy, Hannah Bernin,
Hannelore Lotter, Koichi Fukase, Shinsuke Inuki, and Takanori Matsumaru

 ２．発表標題

 ２．発表標題

荒井洋平、相羽俊彦、斎藤良太、平田菜摘、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂質改変型CD1dリガンドの蛍光標識体合成および細胞イメージングによる解析

脂質改変型脂肪酸を導入した免疫調節性複合糖脂質の分子認識および生物活性解析

Synthesis and immunomodulatory activities of glycoconjugates containing lyso-phosphatidyl inositol
 ２．発表標題

脂質改変型脂肪酸を導入した免疫調節性複合糖脂質の分子認識および生物活性解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回天然物化学談話会

The second Naposaka meeting（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yukari Fujimoto

Yohei Arai, Toshihiko Aiba, Ryota Saito, Natsumi Hirata, Takanori Matsumaru, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

鈴木啓介、太田一平、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

竝河悦子、末原紗英、相羽俊彦、齋藤良太、荒井洋平、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

The 29th International Carbohydrate Symposium in 2018 (ICS 2018)（国際学会）

第53回天然物化学談話会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Glycolipids as activators of immune cells; Synthesis and Immunomodulatory functions

Modulation of molecular recognition and bioactivities of immunostimulatory glycolipids by lipid chain modification whith
polar functional group

細菌由来シクロプロパン含有カルジオリピンの合成研究

回虫Ascaris suum由来セラミド型イノシトールリン脂質の合成および機能解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本ケミカルバイオロジー学会第13回年会

日本ケミカルバイオロジー学会第13回年会

松丸尊紀、池野里紗、須知佑介、古川敦、藤本ゆかり、前仲勝実

竝河悦子、末原紗英、相羽俊彦、齋藤良太、荒井洋平、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

山口涼佑、随尚人、佐藤啓介、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

鈴木啓介、太田一平、高松正之、深瀬浩一、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

新規素材探索研究会第17回セミナー

新規素材探索研究会第17回セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

C型レクチン受容体Mincleを介したシグナル活性を有するグリセロ脂質の構造活性相関

回虫Ascaris suum由来セラミド型イノシトールリン脂質の合成および機能解析

自然免疫受容体TLR4/MD-2のアゴニスト開発を指向した分岐脂肪鎖含有フニクロシン類縁体の合成研究

シクロプロパン含有カルジオリピンの合成研究

 １．発表者名



2018年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新規素材探索研究会第17回セミナー

The 11th International Symposium on Integrated Synthesis (ISONIS-11) / The 3rd International Symposium on Middle Molecular
Strategy (ISMMS-3)（招待講演）（国際学会）

6th Gratama Workshop Groningen（招待講演）（国際学会）

2017年度 生命科学系学会合同年次大会　（招待講演）

Yukari Fujimoto

Toshihiko Aiba, Natsumi Hirata, Emi Kashiwabara, Yohei Arai, Junichiro Kishi, Takanori Matsumaru, Siew-Ling Choy, Osamu
Ichihara, Daisuke Yoshidome, Hannelore Lotter, Koichi Fukase, Shinsuke Inuki1, Yukari Fujimoto

藤本ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

齋藤 良太、相羽 俊彦、深瀬 浩一、井貫 晋輔、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and Immunomodulatory Functions of Glycolipids

Glycolipids as activators of NKT cells; Synthesis and Immunomodulatory activities

細胞表層での糖脂質抗原の分子認識と免疫調節
 ２．発表標題

Entamoeba histolytica由来イノシトールリン脂質EhPIb類縁体の合成と生物活性

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

14th International Conference of Computational Methods in Sciences and  Engineering (ICCMSE 2018)（国際学会）

The First International Conference on Automated Flow and Microreactor Synthesis（ICAMS-1）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shota Kawakami, Yohei Arai , Zenyu Shiokawa , Takanori Matsumaru, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

藤本ゆかり

藤本ゆかり

Takanori Matsumaru, Risa Ikeno, Yusuke Shuchi, Ryota Saito, Toshihiko Aiba, Sho Yamasaki, Atsushi Furukawa, Katsumi Maenaka,
Yukari Fujimoto

第15回糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム（招待講演）

第16回化学系若手研究者セミナー（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Synthetic Study of Dragmacidins via Decarboxylative Alkynylation Using Visible-Light-Mediated Photoredox Catalysis in a Flow
System

免疫バランスを調節する糖脂質

免疫調節性の複合脂質の合成と生物活性

Chemical synthesis and signaling activity of conjugated lipids through C-type lectin receptor　Mincle

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ISBC2017 The Second International Symposium on Biofunctional Chemistry（国際学会）

ISBC2017 The Second International Symposium on Biofunctional Chemistry（国際学会）

Takanori Matsumaru, Risa Ikeno, Yusuke Shuchi, Atsushi Furukawa, Yukari Fujimoto, Katsumi Maenaka

Junichiro Kishi, Emi Kashiwabara, Toshihiko Aiba, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

Yohei Arai, Shinsuke Inuki, Toshihiko Aiba, Natsumi Hirata, Shunsuke Kita, Katsumi Maenaka, Koichi Fukase, Yukari Fujimoto

Shinsuke Inuki, Yohei Arai, Natsumi Hirata, Emi Kashiwabara, Toshihiko Aiba, Ippei Ohta, Koichi Fukase, Shunsuke Kita,
Katsumi Maenaka, Yukari Fujimoto

19th European Carbohydrate Symposium-EUROCARB2017（国際学会）

19th European Carbohydrate Symposium-EUROCARB2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis of novel glycerolipids and their evaluation of the signaling through C-type lectin receptor Mincle

Chemical synthesis of digalactosyl diacylglycerols for investigation of biological Functions

Development of Novel Immunomodulatory Glycoconjugate Ligands Containing　Modified Lipid Moiety for Selective Interaction

Synthesis and Immunomodulatory Activities of Glycoconjugates for Understanding of NKT-cell Activation

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

Yohei Arai, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

随尚人、佐藤啓介、井貫晋輔、藤本ゆかり

岸惇一郎、平田菜摘、柏原瑛美、井貫晋輔、藤本ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takanori Matsunaru, Risa Ikeno,  Yusuke Shuchi, Atsushi Furukawa, Yukari Fujimoto, Katsumi Maenaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and functional evaluation of TLR2 ligand containing polar　functional group in lipid chain

自然免疫受容体TLR4/MD-2 アゴニスト開発を指向したフニクロシンとその誘導体の合成研究

フェニル基を含有した脂質改変型CD1dリガンドの合成と構造活性相関研究
 ２．発表標題

Synthesis of novel complex lipids and their evaluation of the signaling through C-type lectin receptor Mincle

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第11回東北糖鎖研究会・GlycoTOKYO2017）

東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第11回東北糖鎖研究会・GlycoTOKYO2017）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

随尚人 、佐藤啓介  、井貫晋輔 、藤本ゆかり

河上祥大、荒井洋平、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

齋藤良太、相羽俊彦、竝河悦子、荒井洋平、末原紗英、深瀬浩一、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

柏原瑛美、平田菜摘、井貫晋輔、藤本ゆかり

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

自然免疫受容体TLR４/MD-2アゴニスト開発を指向したフニクロシンとその誘導体の合成研究

光反応を利用したドラグマシジン類の合成研究

赤痢アメーバ由来イノシトールリン脂質EhPIb類縁体の合成と生物活性

Th2サイトカイン選択的CD1dリガンドを用いた選択性発現メカニズムの解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回メディシナルケミストリーシンポジウム

第35回メディシナルケミストリーシンポジウム

平田菜摘、柏原瑛美、相羽俊彦、井貫晋輔、藤本ゆかり

井貫晋輔、柏原瑛美、平田菜摘、岸惇一郎、藤本ゆかり

小笠原陸、長谷川弘毅、富澤一美、Ning Wang、深瀬浩一、井貫晋輔、藤本ゆかり

随尚人、佐藤啓介、井貫晋輔、藤本ゆかり

第7回CSJ化学フェスタ

第7回CSJ化学フェスタ

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂質部位への種々の極性官能基導入による新規CD1dリガンドの創製研究

脂質部位の構造展開を基盤とするTh2サイトカイン選択的CD1dリガンドの創製研究

LysMドメイン結合型ペプチドグリカン・フラグメントの合成研究

TLR4/MD-2アゴニストの開発を指向したフニクロシンとその誘導体の合成研究

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第59回天然有機化合物討論会

第11回バイオ関連化学シンポジウム

第36回日本糖質学会年会

第36回日本糖質学会年会

平田菜摘、柏原瑛美、相羽俊彦、井貫晋輔、藤本ゆかり

柏原瑛美、平田菜摘、井貫晋輔、藤本ゆかり

岸惇一郎、柏原瑛美、相羽俊彦、井貫晋輔、藤本ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

太田 一平、石橋 俊一、高松 正之、深瀬 浩一、井貫 晋輔、藤本 ゆかり

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

CD1d脂質認識の制御を指向した新規リガンドの合成と機能評価

Th2サイトカイン選択的CD1dリガンドの開発および機能評価

植物由来Gal(a1-6)Gal含有糖脂質の合成
 ２．発表標題

光学活性シクロプロパン含有カルジオリピンの全合成

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新規素材探索研究会第16回セミナー

日本ケミカルバイオロジー学会第12回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井貫晋輔、柏原瑛美、平田菜摘、岸惇一郎、藤本ゆかり

岸惇一郎、柏原瑛美、相羽俊彦、井貫晋輔、藤本ゆかり

随尚人、佐藤啓介、井貫晋輔、藤本ゆかり

随尚人、佐藤啓介、井貫晋輔、藤本ゆかり

第52回天然物化学談話会

第52回天然物化学談話会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Th2サイトカイン選択的誘導活性を有する新規CD1dリガンドの創製

植物由来Gal(a1-6)Gal含有糖脂質の合成

TLR4/MD2アゴニストの開発を指向したフニクロシンとその誘導体の合成研究

TLR4/MD2アゴニストの開発を指向したフニクロシンとその誘導体の合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本ケミカルバイオロジー学会第12回年会

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（招待講演）（国際学会）

荒井洋平、井貫晋輔、藤本ゆかり

Yukari Fujimoto

Yukari Fujimoto

Yukari Fujimoto

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（招待講演）（国際学会）

16th Meeting of the International Endotoxin and Innate Immunity Society (IEIIS2021)/The 7th International Symposium on
Middle Molecular Strategy (ISMMS-7)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

自然免疫受容体TLR2の脂質認識部位に注目した脂質改変型リガンド合成と相互作用解析

Glycolipids; Synthesis and immunomodulatory functions as lipid antigens

Synthesis and immunomodulatory activities of microbial glycoconjugates containing phosphatidyl inositol

Glycoconjugates as immune modulators

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian Carbohydrate Chemistry and Glycobiology Webinar（招待講演）（国際学会）

American Chemical Society (ACS) Spring 2021（招待講演）（国際学会）

第94回日本生化学会大会（招待講演）

日本化学会第101春季年会（招待講演）

Yukari Fujimoto

藤本ゆかり

Yukari Fujimoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yukari Fujimoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Immunomodulatory glycolipids: synthesis and modulation of cytokine-biasing responses

免疫調節性糖脂質の合成分子ライブラリを基盤とした機能解明

Chemistry of Receptor-Lipid Ligands for Understanding of Immune System
 ２．発表標題

Glycoconjugates as immune modulators

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第92回日本細菌学会総会（招待講演）

日本化学会 第102春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大久保 花菜、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

Yukari Fujimoto

藤本ゆかり

藤本ゆかり

Carbohydrate-Based Prebiotics and Therapeutics at the 2019 Carbohydrates Gordon Research Conference (GRC)（招待講演）（国際
学会）

第63回日本薬学会関東支部大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

自然免疫受容体Mincleの蛍光標識分子プローブの合成と機能解析

Glycoconjugates; Synthesis and the latent functions in immune system

免疫調節に関わる複合脂質･糖質の合成と創薬展開

脂質を介した感染と共生の制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第102春季年会

日本化学会 第102春季年会

藤井秀輔、河上祥大、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

伊藤 明文、大久保 花菜、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

Shusuke Fujii, Shota Kawakami, Yohei Arai, Zenyu Shiokawa, Takanori Matsumaru, Shinsuke Inuki, Yukari Fujimoto

Yu Saito, Takanori Matsumaru, Yukari Fujimoto

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（国際学会）

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dragmacidin Cの全合成研究

1-アシルリゾ型イノシトールリン脂質の合成と機能解析

Synthetic study of dragmacidin C

Synthetic study of D-Lac-terminated peptidoglycan fragment structures

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（国際学会）

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021 (Pacifichem 2021)（国際学会）

第11回 CSJ化学フェスタ2021

第11回 CSJ化学フェスタ2021

Kana Okubo, Yohei Arai, Takanori Matsumaru, Yukari Fujimoto

見並孝哉、斎藤優、山口涼佑、随尚人、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

斎藤優、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shunya Kikuchi, Tomomi Yokoyama, Takanori Matsumaru, Yukari Fujimoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Synthesis and biological functions of 1-acyl lyso-phosphatidylinositol

真菌由来アルカロイドFuniculosinの全合成研究

Lac末端構造を有する細菌細胞壁ペプチドグリカン・フラグメントの合成研究
 ２．発表標題

Synthetic Studies of glycolipid-peptide complexes for modulating immunological activities

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第101 春季年会

日本化学会 第101 春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

斎藤 優、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

菊地隼矢、横山知美、松丸尊紀、藤本ゆかり

藤井秀輔、河上翔大 、塩川善右、松丸尊紀、井貫晋輔、藤本ゆかり

櫻谷 香澄、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

第11回 CSJ化学フェスタ2021

第63回天然有機化合物討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Lac末端構造を有する細菌細胞壁ペプチドグリカン・フラグメントの合成研究

抗原提示機能解明のための糖脂質-ペプチド抗原 複合分子の合成研究

Dragmacidin Cの全合成研究

自然免疫受容体Mincleリガンドとしての糖修飾脂肪酸を含む複合脂質の合成研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会 第101 春季年会

日本化学会 第101 春季年会

横山 知美、菊地 隼矢、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

大久保 花菜、荒井 洋平、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

上木 一成、岸 惇一郎、松丸 尊紀、藤本 ゆかり

藤井 秀輔、河上 祥大、塩川 善右、松丸 尊紀、井貫 晋輔、藤本 ゆかり

日本化学会 第101 春季年会
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